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6 .論文は倫理への配慮が求められる。  
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執筆要項  

1 .投稿論文の種類は以下の通りとする。  
原著(研究テーマにそって関連研究をふまえ、独自の観点から論証したもの) 

資料(本研究会の活動報告その他)  
研究情報(研究交流に資するデータの公開、アイデアの発信、文献の紹介など)  

2 .研究情報に掲載された論文は原著に書き直して投稿できる。ただし、実質的な改変が必要である。 
原著としての投稿時に研究情報として掲載された旨を申し出ること。  

3 .論文の長さは、400 字詰め原稿用紙 80 枚以内(注および表・図を含む)とする。  
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③原著には原則として 600 語以内の欧文要約をつける。原著以外の論文には欧文要約は必要ない
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